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中西印刷の技術変遷

• 書肆 蓍屋嘉助 － 中西松香堂
– 木版印刷 1865年(慶応元年)-1898年

• 中西活版所
– 活版印刷 1883年(明治15年)-1901年

• 中西印刷合名会社
– 活版印刷 1901年(明治34年)-1953年

• 中西印刷株式会社
– 活版印刷 1953年(昭和28年)-1992年
– 平版印刷 1986年(昭和61年)-

• 電子組版 1986年-
– デジタル印刷 1998年(平成10年)-
– 電子ジャーナル 1999年(平成11年)-

医学中央雑誌に載った広告 1903年



木版 『万国史略』 明治7年

京都府立歴彩館 蔵
2019年京都府立歴彩館の調

査であらたに判明



中西印刷所蔵最古活版『京都府布達要約』

 明治15年活版化

 「京都府御用」の記載

 府庁の印刷物を手が
ける



戦後 公官庁印刷から学術書専門へ

事業拡大機運

– 売り上げの６割が学会

– 大学もいれると８割が学術関係

– 学会こそが中西が生きる道

大日本古文書 (東京大学史料編纂所)

古文書印刷とデータベースの統合

Progress of Theoretical Physics ノーベル賞輩出誌



活版からの転換

 1985 実家に就職して目にした
工場の実態。

– 完璧な職人芸ながらも、未来の印
刷業たりうるかどうか



変革への努力

活版の自動化 機械化

モノタイプとライノタイプ

父の執念

– 活版という枠内での変革

活版組版校正機

– ワープロで入力して活版で出力する

旺盛な印刷組版需要 おいつか
ない供給1970年代



活字の限界
活版自動化の限界

– 最後には手先の器用な職人が必要となる

活版印刷機ではスピードがあがらない。

電算写植の勃興

– 超精密ワープロ

– 1980年代急激に浸透



電算写植の導入



電算写植での挑戦

 活版職人の転職

– 活字をキーボードにもちかえて

– あまりの変化

 活版のような電算組版へ

– 電算の技術と活版の技の両立

活版時代の組版の復活

– 各種言語学組版

– 数式組版

– 古文書組版



俺の代の革新は終わった

 コンピュータで組版して紙
に印刷という方法の確立

 UNIXマシンの活用など効
率化のみが今後の課題

 38歳にして引退計画



晴天の霹靂

インターネットの登場（1995）
–情報を伝達するのに紙はいらない

 それでも最初はPDFをネットにあげることだと思っていた。

 お得意様から学会誌をオンラインジャーナル(電子ジャーナル)へ転換
したいという相談

 おんらいんじゃーなる？

– WWWサイトを定期的に更新
• データベースの役割
• PDFでなく、WEBページそのもの









英 Oxford Journalsとの提携 1999
– 日本でオンラインジャーナルが作れるのか？
– Oxfordイギリスへ跳ぶ
– 日本で製作の確約 やるしかない

Oxford Journalsとの提携交渉Oxford 大学キャンパス



全社あげてオンラインへの取組

 Oxfordから技術者来日

 集中特訓

SGML技術の習得

オンライン組版と紙印刷の考え方
の違い

Oxford Ruleはどうなるのか？

日本で唯一の技術力を目指して

PDFジャーナルはオンラインジャー
ナルとは呼ばない



オンラインジャーナルのメリット

文献がいながらにして閲覧できる
– 図書館まで行く必要がない

検索機能が充実
– 引用文献ネットワークの積極的利用

動画やデータベースへのリンクなど新たな付
加価値

費用の節約
– 郵送料がかからない

– 印刷代が節約できる

– 書架が節約できる



データベース優先の要請
表現形式と構造の分離

 PDFからXML(SGML)記載へ

体裁は読者が好きに選べば良い



印刷不況の中業績絶好調2000-2003

次々と英文誌のオンラインジャーナル化の仕事がくる

– もちろん、印刷もついてくる

– 出入り業者とイギリスツアー

人材確保も可能に

 これで一安心

かと思ったら
出入り業者とイギリスツアー



インドショック

 2003年夏 定例のOxford訪問

組み版方針の転換

– イギリスの工場の閉鎖

– ヨーロッパ・日本からも組み版引き揚げ

– インドへ集中させる

• 圧倒的な低価格 人件費 日本の1/20
• 世界を制する技術力

• 英語が母国語ともいえる環境



インド発注への挑戦と挫折
 インドの会社への発注

– またもや提携

日本の学会の理解を得られず

英語の壁

– 英語の本に日本語の校正

インド側も大量発注を希望



業績悪化
とめられないインド流出

– 日本では印刷するだけ。ハイテクインド ローテク日本

紙の雑誌の廃止・削減

他の海外出版社も日本に興味なし

日本のオンラインジャーナル(英語誌)のみに

悪条件続出

– 役所の入札励行

– 2007年業績の急激な悪化

– 2008年リ－マンシヨック

– あいつぐ印刷会社倒産



日本語オンラインジャーナルだ!

日本国内からの発信がJ-
STAGEへ集約



日本語XML(DTD)の開発に関与

 NLM-ＤＴＤから JATSへ 後の時実先生に詳しく

 10年前のSGMLの遺産が、日本語化プロジェクトに結実。

– 不況時にも採用し続けた人材が活躍

ワーキンググループ(SPJ XSPA)への参加。

 XSPA提案が国際規格に。

日本語オンラインへの関心の高まりとともに、受注の増加





2012年7月世界初の和文オンラインジャーナル

27



国際会議での発表

ワシントンで日本語オンラインジャーナ
ルについて発表 2015.4

反響を呼んだ世界の文字分布。ラテン文字だけが
文字ではない



日本語オンラインジャーナルが普及しない

 「やっぱり紙で読みたくなりますよ」

 「プリントアウトして読むからHTMLより、PDFの方がいい」

 「HTMLはレイアウトがちゃんとしていない。誌面見開きで
の美しさを追及していない」

 「印刷屋がなんでそんなものを推奨するんだ」

 「日本語組版の本質は縦書きでしょう」



J-STAGEへの和文縦書き誌掲載

NII-ELSから

の移行も含
める。

65巻１号から
HTML掲載



同一論文の
HTML と PDF表示

抄録は本誌では別途ま
とまって掲載されている



縦横変換



書誌XMLの作成

 IndesignによるXML書き出し

縦書き記述の横書きへの変換

– 数字の漢数字→アラビア数字変換

– 一括変換で生じる誤変換

• 「１乗宝性」「念仏３昧」とは書けない

• 「１郎」も無理

そもそもＪＡＴＳが縦書きに対応していない



縦書きJATS提案
 宗教論文のJATS適用例検討
必要ならば新タグ提案
東アジア漢字文化圏共通提案たりうる

 JATS-CON2018での提案
 <article writing-mode = "vertical">

 方向指定拡張 2020提案予定
– horizontal-lr 左横書き ラテン文字 ギリシア
文字

– horizontal-rl 右横書き アラビア文字 ヘブラ
イ文字

– vertical-rl 右縦書き 漢字 日本語 韓国語
– vertical-rl 左縦書き モンゴル語

モンゴル語Wikipedia



Thank you 


	日本の電子ジャーナルの草分け：中西印刷の冒険����2020年1月15日�JEPA XSPA 共催セミナー�中西秀彦�中西印刷株式会社�　
	中西印刷の技術変遷
	木版　『万国史略』　明治7年
	中西印刷所蔵最古活版『京都府布達要約』
	戦後　公官庁印刷から学術書専門へ
	活版からの転換
	変革への努力
	活字の限界
	電算写植の導入
	電算写植での挑戦
	俺の代の革新は終わった
	晴天の霹靂
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	英　Oxford Journalsとの提携　1999
	全社あげてオンラインへの取組
	オンラインジャーナルのメリット
	データベース優先の要請
	印刷不況の中業績絶好調2000-2003
	インドショック
	インド発注への挑戦と挫折
	業績悪化
	日本語オンラインジャーナルだ!
	日本語XML(DTD)の開発に関与
	スライド番号 26
	2012年7月世界初の和文オンラインジャーナル
	国際会議での発表�
	日本語オンラインジャーナルが普及しない
	J-STAGEへの和文縦書き誌掲載　
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	書誌XMLの作成
	縦書きJATS提案
	Thank you 

